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1. 序論 

1-1. 解析の背景 

1912 年 4 月に沈没したタイタニック号の悲劇は、史上最も有名な海難事故の一つである。

この事件では多数の犠牲者を出し、社会的・歴史的な関心を集め続けている。特に、乗客

の客室クラス、性別、年齢といった個人属性が生存にどのように影響を与えたかについて

は、長年にわたり多くの分析が行われてきた。本解析では、これらの要因を再検証し、生

存者の特徴を統計的に分析する。 

 

1-2. 解析の目的 

本解析の目的は、タイタニック号の乗客データを用いて生存者の特徴を統計的に分析し、

生存率に影響を与えた要因を明らかにすることである。具体的には、要約統計量、度数

表、ロジスティック回帰分析を用いた解析を行い、性別、客室クラス、年齢、運賃、乗船

地といった要因が生存確率に及ぼす影響を検証する。 

 

1-3. 解析の方針 

本解析では、タイタニック号の乗客データを統計的に分析するために、要約統計量、度数

表、ロジスティック回帰分析の 3 つの手法を用いる。まず、要約統計量を算出すること

で、データの基本的な傾向を把握し、生存者と非生存者の特徴を比較する。次に、度数表

を用いて性別や客室クラスなどのカテゴリ変数ごとの生存率を可視化し、要因ごとの影響

を直感的に示す。最後に、ロジスティック回帰分析を用いることで、生存率に影響を与え

た要因を定量的に評価し、それぞれの変数が生存確率に及ぼす影響の大きさを検証する。

これらの手法を組み合わせることで、生存率を左右した要因を包括的に分析することを目

指す。 
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2. 使用するデータ 

本解析で使用するデータは、タイタニック号の乗客情報をまとめたものである。このデー

タには、891 人の乗客の個人情報（年齢、性別、客室クラスなど）と、生存の有無が含ま

れている。 

データに含まれている変数は以下の 12 個である。 

PassengerId (乗客 ID) 

Survived (生死 0:死亡, 1:生存) 

Pclass (客室クラス 1:1st, 2:2nd, 3:3rd) 

Name (氏名) 

Gender (性別) 

Age (年齢) 

SibSp (同乗している兄弟,配偶者の数) 

Parch (同乗している親,子供の数) 

Ticket (チケット番号) 

Fare (運賃) 

Cabin (客室番号) 

Embarked (出港地) 

なお、データには欠損値が存在する。特に、Age で 177 件、Cabin で 687 件、Embarked

で 2 件の欠損が確認されている。本解析では、欠損値のあるデータを削除して解析を行

う。 
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3. 解析結果と考察 

3-1. 要約統計量 

title "生存と性別と客室クラスにおける年齢と運賃の要約統計"; 

proc means data=titanic mean median var std min max; 

    class Survived Gender Pclass; 

    var Age Fare; 

run; 

 

 

 

本表は、生存、性別、客室クラスごとの乗客の年齢および運賃に関する要約統計量を示し

ている。この結果から、1等客室の乗客は他のクラスよりも生存率が高く、特に女性の生

存率が顕著に高いことが確認された。一方で、3等客室の乗客は生存率が低く、特に男性

の死亡率が高いことが分かった。また、運賃が高いほど生存率が高い傾向が見られ、経済

的な地位が救助の際に影響を与えた可能性が示唆された。 
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title "生死ごとの年齢と運賃の要約統計量"; 

proc means data=titanic mean median var std min max; 

    class Survived; 

    var Age Fare; 

run; 

 

 

 

生存者と非生存者の年齢と運賃を比較した結果、生存者の平均年齢は28.34歳、非生存者は

30.63歳であり、わずかに非生存者の方が高い傾向が見られた。運賃については、生存者の

平均が48.40であるのに対し、非生存者の平均は22.12と低く、生存者の方がより高額のチ

ケットを購入していたことが示唆された。 
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title "生死と性別ごとの年齢と運賃の要約統計量"; 

proc means data=titanic mean median var std min max; 

    class Survived Gender; 

    var Age Fare; 

run; 

 

 

 

性別ごとに生存者と非生存者の年齢および運賃を分析した結果、女性の生存率が男性より

も著しく高いことが明らかとなった。特に1等および2等客室の女性の生存率は高く、3等

客室の男性の生存率が極めて低いことが分かった。また、女性の運賃の平均値は男性より

も高く、上級クラスの女性が救助の優先度が高かったことを示唆している。 
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3-2. 度数表 

title "性別ごとの生存確率度数表"; 

proc freq data=titanic; 

    tables Survived*Gender / norow nopercent; 

run; 

 

 

 

性別ごとの生存確率を確認した結果、女性の生存率は74.2%であったのに対し、男性の生

存率は18.89%と著しく低かった。この結果は、救助活動の際に「女性と子供が優先され

た」という方針が統計的に裏付けられることを示している。 
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title "性別ごとの客室クラス分布度数表"; 

proc freq data=titanic; 

    tables Pclass*Gender / norow nopercent; 

run; 

 

 

 

客室クラスごとの男女の分布を確認すると、1 等および 2 等客室では女性の割合が比較的

高い一方、3 等客室では男性の割合が大幅に高いことが分かった。これは、3 等客室には

移民層の乗客が多く含まれていたことを示唆している。 
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3-3. ロジスティック回帰 

proc logistic data=titanic; 

    class Gender(ref='male') Pclass(ref='3') Embarked(ref='S'); 

    model Survived(event='1') = Pclass Gender Age Fare Embarked; 

run; 
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ロジスティック回帰分析の結果、客室クラスと性別が生存確率に最も大きな影響を与えて

いたことが確認された。1等客室の乗客の生存確率は3等客室よりも11.23倍高く、女性の

生存確率は男性の12.39倍高いことが示された。また、年齢が1歳増加するごとに生存確率

は0.965倍低下し、高齢者が避難に不利であった可能性が示唆された。一方で、運賃や乗船

地の影響は統計的に有意ではなかった。モデルの予測一致率は85.4%であり、生存確率を

比較的高精度で予測できることが示唆された。 
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4. 結論 

本解析では、タイタニック号の乗客データを用いて生存確率に影響を与えた要因を分析し

た。その結果、客室クラスと性別が生存率に最も大きな影響を与える要因であることが明

らかになった。特に 1 等客室に乗船した女性の生存率が高く、3 等客室の男性の生存率が

極めて低かったことが統計的に示された。また、年齢も有意な影響を持つが、客室クラス

や性別ほどの影響は確認されなかった。一方で、運賃や乗船地の影響は統計的に有意では

なかった。これらの結果は、タイタニック号の救助活動において「女性と子供の優先」お

よび「客室クラスによる救助格差」が存在していたことを示唆している。今後の解析で

は、交互作用の分析や、さらに詳細なデータを用いた解析を行うことで、より精緻な知見

を得ることが期待される。 


